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人工呼吸器回路のウォータートラップのカップの接続が不完全であったため、患者

の呼吸状態が一時悪化した事例が4件報告されています。集計期間：2006年1月

1日～2009年5月31日、第16回報告書「共有すべき医療事故情報」に一部を掲載）

人工呼吸器回路のウォータートラップのカップ
の接続が不完全であったため、患者の呼吸状
態が一時悪化した事例が報告されています。
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不完全な接続の例
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事例が発生した医療機関の取り組み

ウォータートラップの不完全な接続
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人工呼吸器回路のカップ類（ウォータートラップ、
ネブライザー、加湿器など）を再接続する際は、
完全に接続されているかどうかを確認する。
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の一環として専門家の意見に基づき、医療事故の発生予防、再発防止のために作成されたものです。当事業の趣旨
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事 例 1

人工呼吸器（LTV1200）にディスポ回路を接続していた。看護師は、患者を経過観察
していたが、しばらくすると、患者の呼吸状態が悪化した。人工呼吸器の回路を確認し、
ウォータートラップのカップを接続しなおすと、患者の呼吸状態が改善した。ウォータ
ートラップのカップは接続が不完全であっても外観上分かりにくかった。そのため、看
護師はウォータートラップのカップの接続が不完全であることに気付かなかった。

事 例 2

人工呼吸器（ニューポートE200）にディスポ回路を接続していた。看護師は、ディス
ポ回路のウォータートラップのカップを外して水を抜き、再びカップを取り付けた。4時
間後、患者の呼吸状態が悪化したため、人工呼吸器の回路を確認し、ウォータートラッ
プのカップを接続しなおすと、患者の呼吸状態が改善した。ウォータートラップのカッ
プは接続が不完全であっても外観上分かりにくく、また、エアリークによる気道内圧の
低下は、人工呼吸器のアラームがすぐに作動する圧ではなかった。そのため、看護師
はウォータートラップのカップの接続が不完全であることに気付かなかった。




